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主  題 : イエスの涙 

聖書箇所 : ヨハネの福音書 １１章２８－３７節 

 

この朝も、続けてヨハネの福音書１１章を学んでいきたいと思います。特に、２８－３７節を中心に、

みことばの教えに耳を傾けてみたいと思います。 

ただ、きょうの内容に入る前に、改めてこれまでに見てきた流れを思い返してみてください。覚えてい

ますか？この１１章の始まりは、ある日届いた一つの悲しい危機的な知らせでした。見知らぬ人からで

はありません。イエス様の友ラザロが重い病気にかかり、今にも死にかけているというものでした。大切

なので何度も言いますが、ラザロとその姉妹マルタとマリヤは心からイエス様のことを愛していました。

また、イエス様ご自身も、彼らのことをとても愛していました。この家族とイエス様との間には、特別な

関係が、深い愛情というものが存在していたのです。だからこそ、一刻を争う状況の中、姉妹たちはすぐ

に「 主よ。あなたが愛しているものが病気です。」と、切実なＳＯＳを出していました。愛する主ならす

ぐに助けに来てくださると、彼女たちは信じて疑わなかったのです。 

でも実際は、イエス様はすぐには駆けつけませんでした。知らせが届いてからさらに２日間、その場に

とどまっていました。友の苦しみに無関心だったからではありません。イエス様は彼らのことを本当に

愛していたからこそ、彼らにとって何よりも必要で、何よりも喜びをもたらす「 主の栄光」を見せようと

して、敢えてタイミングを遅らせました。イエス様の遅れというのは冷たさゆえではなく、主の栄光を目

にするという彼らにとっての本当の喜びを思う愛の現れだったのです。 

こうしてイエス様は２日遅らせた後、彼らのいるベタニヤにやって来ます。すると、その場には喜びや

笑顔などいっさいなく、そこに満ちていたのは、息が詰まるほどの悲しみでした。ラザロの病気はいやさ

れるどころか、この時は既に亡くなり、墓に入れられてから４日がたっていたのです。４日という数字も

偶然ではありませんでした。当時、ユダヤ人の常識では、死後４日というのは肉体が腐り始めて、たまし

いがもはやからだに戻ることがない。再び生き返る望みはもう完全に断たれたその段階のことを表して

いました。集まっていた人たちの脳裏には、このような考えが浮かんでいたのです、 もうわずかな希望

さえ残っていません」と。人には決して抗うことができない、この死という現実が人々のうちに大きな絶

望というものをもたらしていました。そして、そんな絶望が満ちている中にイエス様はやって来ます。 

そして最初にイエス様を迎えたのはマルタでした。彼女は最愛の兄弟を失った悲しみの中にいました。

しかし、それでも彼女はイエス様への信頼を失うことはありませんでした。出会った瞬間、彼女は言いま

した。２１－２２節で「 :21 マルタはイエスに向かってに言った。 主よ。もしここにいてくださったなら、私

の兄弟は死ななかったでしょうに。:22 今でも私は知っております。あなたが神にお求めになることは何でも、神

はあなたにお与えになります。」と。マルタは遅れてきたイエス様に対して、怒りや不満をぶちまけたので

はありません。彼女はただ、目の前に起こっていたひどい現状というものを嘆いていました。主への信頼

というものを失わないその中にあって、愛する者の死に対する痛みと葛藤というものを正直に主に打ち

明けていたのです。マルタは悲しみの中にいました。そんな悲しみの中にいるマルタを、イエス様はあわ

れまれます。絶望のどん底にいる彼女を慰めて、希望を与えようとします。その希望というのは、ほかの

だれでもありません。よみがえりであり、いのちである主ご自身でした。２５－２６節でイエス様は大胆

に宣言されていたのです。 :25 イエスは言われた。 わたしは、よみがえりです。いのちです。わたしを信じ

る者は、死んでも生きるのです。:26 また、生きていてわたしを信じる者は、決して死ぬことがありません。この

ことを信じますか。」と。 

イエス様は、ここでマルタに対して単によみがえりや、いのちについて語りませんでした。イエス様は



ご自分を指して、「 わたしが、よみがえりであり、いのちなのだ」と宣言しました。言い換えれば、ご自

分こそが死にまさっている力を持ち、ご自分こそがすべてのいのちの創始者であり、そのいのちを支え

ているまことの神様なのだと明らかにしたのです。マルタは死に対して絶望を覚えていました。そんな

彼女に主は言うのです。「 マルタ。いろいろなところを見ないでわたしを見なさい。わたしは信じる者に

いのちを与えられる、いのちそのものです」と。イエス様は混乱しているマルタに真理を教えました。イ

エス様は、ご自分がだれなのかを教えました。人にはどうすることもできないその死という敵でさえも、

いのちであるお方の前には全くの無力だということを教えようとしました。そのよみがえりであり、い

のちである主ご自身にあって、マルタもまたここにいる私たちひとりひとりも希望を見いだすことがで

きますと。それが、前回いっしょに学んだ大切な教えだったのです。 

〇イエスの涙： 

この流れを受けて、話はきょうの場面へとつながっていきます。イエス様はもうひとりの姉妹、マリヤ

とも話をされます。想像できると思いますが、マリヤも兄弟を失った深い悲しみの中にいました。彼女の

まわりにはともに涙を流していた多くの人たちがいました。そんな絶望と悲しみに満ちる中にあって、

イエス様は、マリヤに対して何をされるのか――。先に３５節を見てください。３５節に驚くべき主の姿

が描かれていました。「 :35 イエスは涙を流された。」と。不思議に思いませんか。イエス様は死でさえも、

物ともすることのない圧倒的な力を持っているよみがえりでした。そのことを先ほど話していたのです。

でも、そのお方がここでは心を震わせ、涙を流していました。皆さん、なぜイエス様は涙を流していたの

でしょう。この主の涙には、いったいどのような意味があるのでしょう。そして、この涙はイエス様のど

のような姿を私たちに教えてくれるのでしょう。 

そのことを今朝は、二つのポイントを通して見てみましょう。先に言っておきます。イエス様の涙は、

私たちにとって凄まじいほどの励ましを与えてくれます。それがどのようなものか考えてみましょう。 

ヨハネ １１：２８－３７ 

 :28 こう言ってから、帰って行って、姉妹マリヤを呼び、 先生が見えています。あなたを呼んでおられま

す」とそっと言った。:29 マリヤはそれを聞くと、すぐ立ち上がって、イエスのところに行った。:30 さて

イエスは、まだ村に入らないで、マルタが出迎えた場所におられた。:31 マリヤとともに家にいて、彼女を

慰めていたユダヤ人たちは、マリヤが急いで立ち上がって出て行くのを見て、マリヤが墓に泣きに行くのだ

ろうと思い、彼女について行った。:32 マリヤは、イエスのおられた所に来て、お目にかかると、その足も

とにひれ伏して言った。 主よ。もしここにいてくださったなら、私の兄弟は死ななかったでしょうに。」:33 

そこでイエスは、彼女が泣き、彼女といっしょに来たユダヤ人たちも泣いているのをご覧になると、霊の憤

りを覚え、心の動揺を感じて、:34 言われた。 彼をどこに置きましたか。」彼らはイエスに言った。 主

よ。来てご覧ください。」:35 イエスは涙を流された。:36 そこで、ユダヤ人たちは言った。 ご覧なさい。

主はどんなに彼を愛しておられたことか。」:37 しかし、 盲人の目をあけたこの方が、あの人を死なせな

いでおくことはできなかったのか」と言う者もいた。」 

１．マリヤの信仰 ２８－３２節 

ポイントの一つ目はマリヤの信仰です。混乱の中にあってなお、マリヤは愛する主を信頼しようとし

ていた人物でした。今回の場面、このように始まっていました。２８－２９節「 :28 こう言ってから、帰っ

て行って、姉妹マリヤを呼び、 先生が見えています。あなたを呼んでおられます」とそっと言った。:29 マリヤ

はそれを聞くと、すぐ立ち上がって、イエスのところに行った。」と。さて、この場面、想像してみてくださ

い。イエス様から個人的な慰めを受けた後、マルタは家にいた自分の姉妹マリヤをすぐに呼びに行きま

した。自分と同じように深い悲しみにあった姉妹を慰めようと、彼女が最も待ち望んでいたその知らせ

を、ニュースを伝えようとしたのです。 マリヤ。先生が来ました。あなたのことを呼んでいます。」と。

この知らせは、マリヤにとってどんなにうれしいものだったでしょう。その証拠に、彼女はそのことばを



聞くや否や、すぐ立ち上がってイエス様の元に向かっていきました。待っていたのです。ずっとずっと待

っていた。その主の顔が見られると、彼女は大急ぎで家を飛び出して行きました。本来であれば、マリヤ

とイエス様のこの時間も個人的なものになることが期待されていたのかもしれません。 

▶ そっと言った」（直訳： こっそり/内密に言った」 

２８節でマルタが彼女を呼んだ時、マルタは大声ではなくて そっと言った」と記されていました。こ

の そっと言った」というのは こっそり内密に言った」、 耳打ちした」ということです。マルタは自

分がそうであったように、マリヤにも愛する主と静かに、1対 1で話す機会を数分でも与えてあげたいと

考えていたのかもしれません。でも実際は、そのようにはいきませんでした。マリヤが急に立ち上がった

のを見た人々は、いっしょに後について来るのです。続きを見てください。３０－３１節にその様子が書

かれています。 :30 さてイエスは、まだ村に入らないで、マルタが出迎えた場所におられた。:31 マリヤとと

もに家にいて、彼女を慰めていたユダヤ人たちは、マリヤが急いで立ち上がって出て行くのを見て、マリヤが墓に

泣きに行くのだろうと思い、彼女について行った。」と。これを読んで、ユダヤ人たちのことを責める必要は

ありません。 せっかくのマリヤの時間を邪魔して」と考える必要はありません。彼らが何をしようとし

ていたのかというと、先週見たこの当時の社会に根付いていた 慰める」という慣習でした。だれかが亡

くなれば、それは家族や友達だけではありません。隣人や町の人たちがやって来て、遺族を慰めようとし

ました。この当時の人たちは、死というそのひどい現実を前にする時、ともに集まって涙を流して、悲し

みや痛みを共有しようとしていたのです。この時のユダヤ人たちも同じでした。突然立ち上がったマリ

ヤが墓に行くと思ったからこそ、彼らはそこにいっしょに行って泣こうとしました。つらい思いを抱え

ている彼女のことを、彼らはそばで支えようとしていたのです。 

そして、結果的に、この時大勢の人がマリヤについて来たことはすばらしいことでした。マリヤについ

て来た多く人たちもイエス様のみわざを見ることになりました。彼らもこの後なされる よみがえりの

力」というものを目にする目撃者になりました。またそれだけではありません。その中でイエス様を信じ

る者たちも起こされていました。４５節に そこで、マリヤのところに来ていて、イエスがなさったことを見

た多くのユダヤ人が、イエスを信じた。」と書いていました。何が言えますか？起こっていたすべてのこと

が偶然ではありません。一つ一つの出来事、この小さなことまでもが、主権的な神様のみこころに、ご計

画のうちで起こっていたということです。 

▶ 足もとにひれ伏して」 

マリヤは家を飛び出しました。そして、イエス様がおられるところにやって来ます。やって来たマリヤ

は何をしたのか、みことばの続きを見てください。３２節「 マリヤは、イエスのおられた所に来て、お目にか

かると、その足もとにひれ伏して言った。 主よ。もしここにいてくださったなら、私の兄弟は死ななかったでし

ょうに。」と描かれています。マリヤはマルタと同じことばを口にしました。 主よ。もしここにいてくだ

さったなら、私の兄弟は死ななかったでしょうに。」と。どう思いますか？果たしてマリヤは、間に合わなか

ったイエス様に対して非難や責めの思いを込めて、このことばを発したのでしょうか？いいえ、そうで

はありません。マリヤの口からも一番最初に出てきたことばは、マルタと同じ 主よ。」でした。言い換

えれば、彼女もこの状況の中にあって、イエス様を、自分の愛する主人として、主であり、神であるお方

として、心から認めていたということです。マルタもマリヤも最愛の兄弟を失うという悲しみの中にい

ました。でも、悲劇の中にあったとしても、彼女たちは主への信頼を失ってはいなかったのです。そして

特にイエス様を見たマリヤは、その信頼の現れとしてどのような行動をとりましたか？マリヤはイエス

様を目にすると、その足元にひれ伏していました。覚えていますか？マリヤは今回の場面以外にも、聖書

の中で２回出てきます。その都度、彼女はどこにいたのか。 

ルカ１０：３９に彼女の姿が出てきます。「 彼女にマリヤという妹がいたが、主の足もとにすわって、みこ

とばに聞き入っていた。」と。どこにいますか？主の足もとにいました。ヨハネ１２：３でもこのように書



いています。「 マリヤは、非常に高価な、純粋なナルドの香油三百グラムを取って、イエスの足に塗り、彼女の髪

の毛でイエスの足をぬぐった。……」と。どこにいますか？彼女がいたのはいつもイエス様の足もとでした。

彼女はそのイエス様の足もとで真理を聞きました。その足もとで礼拝をささげ、その足もとで安心を見

いだし、愛や慰めというものを受けていました。悲しみの中にいた彼女はどこに最初に行ったか、そのお

気に入りの場所に、この時も真っ先に駆け込んでいたのです。彼女は自分の愛する主がいつも良いお方

であることも、正しいことをなされ、どんな時も最善をなされることも忘れてはいませんでした。この方

が持っている圧倒的な力というものも確かに覚えていました。でも同時に、愛する兄弟の死というその

悲しい現実を前にした時、彼女の目は曇っていたのです。イエス様にはどんな病でもいやす力があると

信じていたその彼女も、目の前の 死」だけはイエス様にもどうすることもできないと考え、絶望してい

ました。だから、絶望の中で彼女は最も安心を見いだせるその足もとにやって来て、心の痛みを打ち明け

ていたのです。 主よ。もしあなたがともにいてくだされば、私の兄弟は死ななかったのに」と。マリヤ

の土台は揺らいでいませんでした。しかし、手に負えないその悲しみが、イエス様の本当の姿を見えなく

していました。混乱と葛藤の中に、彼女は揺れ動いていました。それでも彼女は主に信頼しようとしたの

です。 

そして、これは今の私たちにとっても、すごく励ましになる模範です。先週、見たマルタもそうです。

このマリヤもそうです。なぜなら、私たちもさまざまな試練や苦しみに直面します。自分の目に映ってい

るそのものが到底理解できないようなことも多々あります。私たちは、みことばを通して神様がこんな

お方だと信じていても、その知識を持っていても、愛する者が突然亡くなれば、祈り続けても先が一向に

見えなければ、置かれた状況があまりにも理不尽であれば、私たちはその真理を知っていたとしても心

が揺らいでしまうことがあります。その時どうしますか？真理を取りますか？それとも、その理不尽さ

に心を奪われますか？マルタもマリヤも目の前に起こっていることは、よくわかりませんでした。悲し

みを覚えていました。でもその中でも、イエス様のもとに行くことを望んだのです。私たちも同じです。

理不尽なことを思う時、悲しみの中にいる時が、私たちにとって主のもとに行く一番のタイミングです。

その時が一番、主のもとに行って安心を見いだせるタイミングです。私たちは自分の心を正直に神様に

告白することができます。抱えている困難、悲しみ、葛藤、痛み、それを素直に神様の前にへりくだって

言い表すことができます。マリヤは、受け入れ難いその現実を前にした時、イエス様から逃げ出すことを

選択するのではなく、イエス様の足元にひれ伏したのです。それが私たちにもできるのです。困難を覚え

る時、悲しみに目を曇らせてしまう時、真理がわかっていても揺らいでしまう時、その時こそ、愛する主

のもとに行くべきです、愛する主のもとに行くことができるのです。それが信仰者としてのすばらしい

歩みでした。マルタもマリヤもそのようにして歩もうとしていたのです。 

１．イエス様の涙 ３３－３７節 

さて、イエスさまはご自分の足元で苦悩をあらわにしているマリヤの様子を見ます。悲しむその姿を

見ます。その姿を見た主はどのような行動をとるのでしょうか。二つ目のポイントは、イエス様の涙で

す。最初にも言いました。その様子をご覧になった主は、涙を流されていました。続く３３－３５節、そ

の光景がこのように描かれています。 :33 そこでイエスは、彼女が泣き、彼女といっしょに来たユダヤ人た

ちも泣いているのをご覧になると、霊の憤りを覚え、心の動揺を感じて、:34 言われた。 彼をどこに置きました

か。」彼らはイエスに言った。 主よ。来てご覧ください。」:35 イエスは涙を流された。」と。この場面も、

頭に思い描いてください。マリヤは泣いていました。彼女について来た多くの人たちも泣いていました。

見渡す限りあらゆるところで涙があふれていました。 

▶ 泣く」（ギリシャ語：“クライオー”） 

しかも３３節で２回出てきていた 泣く」ということばは、単に 涙を流す」という意味ではありませ

ん。ギリシャ語の“クライオー”ということばが使われていました。もともとは 泣き叫ぶ」、 苦痛や



悲しみを大声で表現する」、そういった意味が含まれるものでした。つまり、マリヤと集まって来たユダ

ヤ人たちというのは、その場において静かに涙を流していたのではありません。彼らは大声で泣き叫ん

でいました。実際、当時の人々の間では、嘆きが激しければ激しいほど、死者への敬意を表すという考え

方が精通していました。その場所に広がっていたのは。静かな涙ではありません。もう制御できないほど

のヒステリックな嘆き、嗚咽、悲鳴、悲しみの叫びで溢れていたのです。イエス様はマルタが出迎えた場

所にいました。やって来る者たちはそのようにして泣き過ぎている、そんな全くの混乱状態にありまし

た。どこを見渡したとしても泣きじゃくる人であふれかえる、そんな手に負えない光景が広がっていた

のです。そして、その様子をご覧になったイエス様は、３３節の後半部分に 泣いているのをご覧になると、

霊の憤りを覚え、心の動揺を感じて」とあります。ここで出てきているこの二つのことばは、とても重要で

す。この場面で、イエス様が抱えたその感情というのは、いったいどのようなものだったのでしょう。 

▶ 霊の憤りを覚え」 

一つ目の 霊の憤りを覚え」ということばは、本来、戦いに向かおうとする馬が荒々しく鼻息を鳴らす

様子を描いたりするようなことばでした。その様子から、このことばは何かに対する強い感情の高まり、

特に憤りや怒りを覚えることを表していました。これは内側で激しく燃えている憤り、憤怒のことを言

うのです。ですから、泣き叫んでいる人たちをご覧になったイエス様の内側には、悲しみ以上に抑えがた

いほどの、正しい怒りが湧き上がっていたということです。憤りというものが心のうちにありました。 

▶ 心の動揺を感じ」 

二つ目の 心の動揺を感じ」ということばは、 心を激しく騒がせる」、 内側が大きく揺さぶられる」

といった強い感情の動きを表す意味合いが含まれていました。心の動揺を感じるというのも、よく似て

います。内側が揺れ動くのです、激しく騒がせるのです。悲しみだろうが、いろんな感情、そういった強

い感情動きというものを表すことばでした。これだけではイメージができづらいもしれません。このこ

とばの使われ方を別のところで見てみると、わかりやすいかもしれません。たとえば２か所だけ見てお

きたいと思います。ヨハネ１２：２７、どんな文脈か知っていますか？この文脈は、目の前に迫ってくる

十字架での死を前にして、イエス様が自分の苦悩を打ち明けるところです。目の前に十字架が迫ってい

たイエス様は、こんなことばを残しました。２７節「 今わたしの心は騒いでいる。何と言おうか。『父よ。こ

の時からわたしをお救いください』と言おうか。いや。このためにこそ、わたしはこの時に至ったのです。」と。

十字架を前にした時のイエス様の心の騒ぎ、それを同じことばが表していました。また、もう１か所１

３：２１、この文脈はよく知っている場面だと思います。３年の時間をともにしていたユダの裏切りが、

目前に迫った時のイエス様の心の動きです。２１節、イエス様はこのように口にしていました。「 イエス

は、これらのことを話されたとき、霊の激動を感じ、あかしして言われた。 まことに、まことに、あなたがたに

告げます。あなたがたのうちのひとりが、わたしを裏切ります。」」と。 心の動揺を感じ」というのは些細な

感情を表しているのではありません。十字架を前にした時に、ユダの裏切りを前にした時に動いたよう

な、それほどの感情でした。強い心の揺れ動きです。イエス様は泣いている人たちの様子を見ました。目

の前で泣いているマリヤやユダヤ人たちのその様子を見ました。その時の主の心というのは、深くかき

乱され、揺さぶられていたということです。その内側にはさまざまな強い感情というものが沸き上がり、

何よりも憤りというもので全身が震えていたのです。でも、ここで疑問が出てきませんか？イエス様が

憤りに心を震わせている、それはわかりました。でも、それは何に対して憤っていたのでしょうか。何が

原因でイエス様はそんなにも心を騒がせていたのでしょうかと。すばらしい質問です。そしてその答え

は、実はいろいろな先生の中でも意見が分かれています。原因が何だったのかについては、いくつかの可

能性が挙げられています。どんな考えがあるのか――。 

たとえばある人たちは、イエス様が心を騒がせたのは、目の前で泣いている姉妹、ユダヤ人たちへの単

にあわれみのゆえだったと考えています。絶望の中にいる彼らを思っているその深いイエス様の同情心



というものが、主の心の内を震わせていたと考えるのです。でも、どのように思います？もちろんイエス

さまは、だれよりもあわれみ深いお方です。この要素もゼロではないでしょう。ただ、先ほども見ました

けれども、この時イエス様は何かに対して激しく心を騒がせて、そして強い憤りというものまで覚えて

いました。言えるのは、ここには単なるあわれみ以上の何かが存在していたというのです。 

またある人たちは、ここでイエス様がこうやって心を騒がせたのは、泣きわめいている人たちの不信

仰のゆえだったと考えていたりします。その場所にいた人たちは、死という絶望を前にして泣き叫んで

いました。混乱状態にありました。彼らは、よみがえりである主がそばにいたのに、この方には、死人を

よみがえらせる力がないと思い込んでいました。これ以前にも、主は何度も何度も自分にはいのちを与

える権利がありますと主張してきたのに、人々はこの時、望みのない人たちのように悲しみに沈んでい

ました。だから、その光景を見たイエス様は、激しい憤りを彼らに対して覚えたと、ある人たちは考えて

いたのです。この要素もゼロではないかもしれません。ただこの場面でイエス様は、不信仰に関して一度

も責めることはありませんでした。また、マルタのことを慰めて、マルタに対して希望を与えたイエス様

が、マリヤにだけ激しい憤りを示したということも、あまりそうは思えません。ここには単なる不信仰以

上の何かが存在していたのです。 

では、いったいその何かとは何でしょう。あわれみ以上に、不信仰以上に、イエス様の心に震えをもた

らしたものは何でしょう。イエス様のうちに正しい怒りを燃え上がらせていたものはいったい何でしょ

う。それは、 罪」でした。また その罪の結果がもたらす死」でした。よくこの光景を思い描いてみて

ください。イエス様は、この時愛するラザロが死に、そして、その死によって愛する姉妹たちは絶望に陥

り、また集まった人たちはその死の絶望によって泣き叫んでいる光景を見ました。その状況をもたらし

た 罪」というその敵を、イエス様は心の底から憎んでいたのです。 死」というものが、愛する者たち

の上にもたらしたその痛みや苦しみ、それに対してイエス様は、激しい怒りを燃やされていたのです。改

めて考えてみてください。イエス様はどんなお方ですか？イエス様はこの世界の造り主です。だからこ

そ、だれよりも最初に造られたその世界がいかに美しくて、いかにすばらしいものだったのかというこ

とをよくご存じでした。それと同時に、すばらしい世界に罪が入り、その罪がいかに世界を壊し、堕落さ

せたのかということもご存じでした。そして、そんな神の御子が人としてこの世に来て、その罪の現実と

いうものを直接目の当たりにするのです。何よりも自分が心から愛するその者たちが、罪がもたらすそ

の影響によって、あまりにも傷ついて、あまりにも悲しみに、あまりにも痛みに、打ちのめされているそ

の姿を見たのです。だから、イエス様は憤りました。美しい世界を壊して、人々に死と絶望もたらしたそ

んな罪が私は憎いと。堕落した世にあって、罪のその壊滅的な影響を目の当たりにしたことは、イエス様

のうちに非常に大きな悲しみと憤りをもたらしていました。それが、イエス様の心を騒ぎ立てていたの

です。 

▶ 涙を流された」（ギリシャ語：“ダクリュオー”） 

その結果、イエス様が何をされるのかというと、もう一度３５節を見てください。 イエスは涙を流さ

れた。」とあります。聖書の中で一番短い一節です。暗唱聖句をするなら、ここから始めるのも良いかも

しれません。でも、この短いこのことばのうちに私たちは、主の驚くべき姿を目にすることができます。

イエス様は人々の前で涙を流されていたのです。ただし、勘違いしてはいけません。ここでイエス様は、

ほかの人たちと同じように大声で泣き叫んでいたのではありません。 

ここで使われていた 涙を流す」というこのことばは、先ほど３３節で２回出てきた“クライオー”と

いうことばではなくて、異なるギリシャ語“ダクリュオー”ということばが使われていました。この３５

節に出てきているのは、ダクリュオーというギリシャ語です。このことばには、 静かに泣く」とか、 涙

がこぼれる」という意味を持つものが使われていました。涙がこぼれ落ちるということです。イエス様

は、絶望に打ちひしがれて大泣きをしているような人たちと同じように泣いたのではありません。主は



愛している者たちの痛みを見、世の絶望に心を痛め、そしてそのすべてをもたらした罪に対して憤って、

死に対して憤って、涙がこぼれ落ちたというのです。 イエスは涙を流された。」と。私たちは普段読んで

いたら、サッと読み飛ばすかもしれませんが、立ち止まってよくこの事実を考え直してください。すごい

と思いませんか？イエス様はこの次の瞬間、ご自分がラザロを死からよみがえらせることを知っていま

した。しかし、それでも、涙を流されました。イエス様はよみがえりであり、いのちであるお方、圧倒的

な力を持っているまことの神様でした。しかし、それでも涙を流されました。イエス様は、目の前で絶望

し泣き叫んでいるマリヤや人々を なぜ泣いているのですか」ととがめることはせず、逆に、そんな彼ら

をご覧になった後、ご自分も静かに涙を流されていたのです。 

この主の涙というのは、私たちに主の偉大さを教えてくれます。私たちが愛している主がいったいど

のような存在なのかということを、はっきりと教えてくれます。きょうは、二つだけ触れておきたいと思

います。主の涙が主に関して、イエス様に関して、何を教えてくれるのか――。 

一つ目にイエス様は、私たちの弱さを、私たちの苦しみを、痛みを、悲しみを、絶望をだれよりも覚え

てくださるあわれみの大祭司だということです。感謝なことに、私たちの主は苦しみを知らない方では

ありません。この方は、私たちから遠く離れた感情のいっさいないロボットのような冷たい存在ではあ

りません。私たちから決して離れないと約束してくださった方は、そんな冷たい存在ではありません。こ

の方はイザヤ５３章でも 病を知る悲しみの人だ」と言われていました。人として来られた主はご自身、

弱さや疲れを味わいました。人として拒絶や苦悩というものも経験し、人として涙や痛みというものを

知るそんなお方でした。それゆえに主は、だれかほかの人としてではありません。ご自分のこととして苦

しむ者の痛みを理解することができます。絶望を覚えている者に寄り添うことができ、深い愛を示すこ

とができる、それが私たちの愛する主です。 

へブルの著者も主の姿をこのように描いていました。へブル４：１５にこのように書いています。 私

たちの大祭司は、私たちの弱さに同情できない方ではありません。罪は犯されませんでしたが、すべての点で、私

たちと同じように、試みに会われたのです。」と。イエス様は罪を犯しませんでした。でも、どの点で私たち

と同じように試みに会われたと言っています？すべての点でと言われていました。私たちは日々の生活

の中にあって、悲しみに直面しますし、試練に直面しますし、痛みに直面することもあります。私たちは

時に、自分の覚えている痛みというものを、周りの人はわかってくれないと悲しみを覚えます。でも、そ

んなことは私たちの主にはあり得ないということです。主は私たちの痛みを知っています。苦しみを知

っています。病を知っています。私たちの主は、あわれみ深い大祭司だということです。耐えがたい悲し

みを経験する中、マリヤはその主の足もとに身をゆだねようとしました。なぜか？そこが確かな避け所

だったからです。私たちも同じです。どのような苦しみだろうが、悲しみだろうが、それを覚えたとして

も、私たちの涙を理解してくださり、私たちに同情してくださる涙を流してくださった大祭司のもとに、

私たちは、安心を持って逃げ込むことができます。それが、涙を流された主の、私たちの愛する主の姿で

した。 

また、二つ目に主の涙が教えてくれることは、イエス様は罪と死を激しく憎まれるお方だということ

です。これは勘違いしてはいけません。イエス様が流した涙は、単なる感傷的な悲しみによるものではな

く、憤りによるものでした。罪がこの世界に与える影響を、死が人々にもたらす絶望を激しく憎んで、そ

の正しい怒りから涙がこぼれ落ちていたのです。イエス様は涙をするほどに、心を騒がせるほどに、罪を

忌み嫌っていました。そうすると、少し考えてみてください。主がこれほどまでに罪というものを憎まれ

ていたことを思う時、私たちは自分の罪に対してどんな態度をとっているでしょう。私たち自身は涙す

るほどに自分の罪のことを忌み嫌っているでしょうか。残念ながら私たちは、時に自分の罪に対してあ

まりにも受け身的で、あまりにも気軽に考えてしまうことがあります。仮に罪を犯したとしても、まあ、

しょうがない、こんなことあるよねと。でも、こんな罪人の私にも神様の恵みがあるから感謝ですと考え



ることがあったりします。もちろん、私たちは、あふれんばかりの神様の恵みに賛美をささげます。神様

が私たちのような愚かでかたくなな罪人を救ってくださったことに心から感謝をささげます。 

でも同時に、恵みを受けた私たちが、罪を軽々しく扱うなどということがあって良いわけがありませ

ん。それはその罪こそ、私やあなたが軽々しく考えるその罪こそが、私たちの愛する救い主を十字架につ

けたからです。決して忘れてはいけません。かつて罪の奴隷として歩んでいた私たちを贖い出すために、

イエス様は喜んでご自分のいのちをささげてくださいました。罪を忌み嫌って、涙まで流されたそのお

方は、ただ、その罪や死に対して憤って終わりではありませんでした。憤ったお方は、ご自分を犠牲にし

て十字架にかかり、その死からよみがえることを通して、罪と死に勝利し、そしてその勝利を信じるすべ

ての者に与えると約束してくださったのです。へブルの著者も、その事実をこのように述べていました。

へブル２：１４－１５に : 14 そこで、子たちはみな血と肉とを持っているので、主もまた同じように、これら

のものをお持ちになりました。これは、その死によって、悪魔という、死の力を持つ者を滅ぼし、:15 一生涯死の

恐怖につながれて奴隷となっていた人々を解放してくださるためでした。」と書いています。私たちは一生涯、

罪の奴隷として生きていました。神様を知らない間、私たちは一生涯、死の奴隷として死の恐怖につなが

れていました。その時、私たちは何一つとして死に対して対抗する術はありませんでした。私たちには、

皆、死が定まっていて、いつの日かさばきがやって来て、私たちはそれに対して何をすることもできなか

ったのです。私たちにはどうすることもできない、その死の問題、罪の問題を解決するためにイエス様は

来られ、そしてイエス様はその罪と死に対して涙を流しました。それを心から憎んだからこそ、涙を流し

た後、十字架にかかりました。それは私たちの代わりだったのです。それほどまでに、神様は、イエス様

は、罪というものを憎みました。 

その犠牲的な愛というものを知ったのであれば、私たちにできることがあります。その愛に心から感

謝すること、それももちろんそのとおりです。でも、それと同じぐらい主が愛するものを愛して、主が憎

むものをますます憎むことです。涙を流すほどに、罪と死を憎まれたお方。それが聖く正しい私たちの主

の姿でした。私たちの主というのは、あまりにもあわれみ深くて、あまりにもあまりにも偉大なお方だっ

たのです。 

さて、これで わたしはよみがえりであり、いのちである」というその宣言を、目に見える形で証明す

る舞台が整いました。来週、私たちは友ラザロを生き返らせるその主の圧倒的な権威というものを見ま

す。イエス様は、死に対して涙を流して絶望したわけではありません。イエス様は、死に対してこれから

ご自身の力をはっきりと明らかにされます。そのすばらしい姿を来週いっしょに見ます。 

最後に、黙示録２１：１－４を見て終わりにします。 :1 また私は、新しい天と新しい地とを見た。以前

の天と、以前の地は過ぎ去り、もはや海もない。:2 私はまた、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために飾られ

た花嫁のように整えられて、神のみもとを出て、天から下って来るのを見た。:3 そのとき私は、御座から出る大

きな声がこう言うのを聞いた。 見よ。神の幕屋が人とともにある。神は彼らとともに住み、彼らはその民となる。

また、神ご自身が彼らとともにおられて、:4 彼らの目の涙をすっかりぬぐい取ってくださる。もはや死もなく、

悲しみ、叫び、苦しみもない。なぜなら、以前のものが、もはや過ぎ去ったからである。」」と。これがイエス

様を信じる者に与えられている神様からの約束でした。神様からの希望でした。今、私たちの歩みの中に

はさまざまな難しさは確かに存在しています。からだの弱さも覚えます。病気も怪我をすることもあり

ます。罪の結果、だれかとの間で問題が起こることもありますし、罪と葛藤するその中にあって、罪に負

け、いろいろな罪悪感を覚えて苦しむこともあります。私たちの歩みには涙というものが今はつきもの

なのです。でも、それもいつまでも続くのではありません。いつまでも苦しみや、悲しみがあるのではあ

りません。いつの日か、それが終わる日が来ます。涙を流されたお方が、私たちの涙を拭い去ってくださ

る日がやって来ます。私たちはその日に一日一日近づいているということです。その主を、覚え続けるこ



とです。涙を拭い去ってくださる方に会う日を、楽しみにしながら、残された地上の一日一日を主のため

に喜んで歩んで行きましょう。 

 


